



















Impression Evaluation System and
Generative System of Onomatopoeia
Based on Sound Symbolism
Yuichiro Shimizu
Abstract
In Japanese, onomatopoeia is frequently used in daily life conversation to express
intuitive and sensitive feelings. Many onomatopoeic expressions are very similar to
each other and their meanings seem to be vague and ambiguous, so it is important
to catch minute semantic dierences among onomatopoeic expressions and to deal
with information conveyed by onomatopoeia.
In onomatopoeia, synesthetic associations exist between sounds and sensory ex-
periences (sound symbolism). Therefore, in our study, we propose two systems which
process quantied information conveyed by onomatopoeia based on Japanese sound
symbolism. Our method of quantication hypothesizes that the impression created
by an onomatopoeic expression could be predicted by the phonological characteris-
tics of its constituent phonemes.
Evaluation System of Onomatopoeia evaluate impressions of inputted onomatopoeia
using 43 adjective pair scales. We applied the phonemic image data to prediction
model for impressions of onomatopoeia, and calculated the impression values of each
phoneme. Generative System of Onomatopoeia create onomatopoeia corresponding
to inputted impressions by using the genetic algorithm (GA). We consider ono-
matopoeic expressions as a individuals of the GA, so that each numerical value of
an individual denotes each phonological symbol in Japanese.
Finally, we concludes with discussion about two systems and describe issues and
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図 1.1: 漫画におけるオノマトペの活用事例 (1) （高橋しん『きみのカケラ』，2巻，
pp.68-69．東京：小学館）
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- moving light ash，are，ame，icker，immer
- movement in air y，ap，it (utter)
gl- unmoving light glow，glare，gloat，gloom
(gleam，gloaming，glimmer，glint)
sl- smoothly wet slime，slush，slop，slob-er，slip，slide
kr- noisy impact crash，crack (creak)，crunch
skr- grating impact or sound scratch，scrape，scream
sn- breath-noise sni (snu)，snore，snort，snot
sn- quick separation or movement snap (snip)，snatch (snitch)
sn- creep snake，snail，sneak，snoop
d- up-and-down movement jump，jounce，jig (jog，juggle)，jangle (jingle)
b- dull impact bang，bash，bounce，bi，bump，bat
また，英単語における [gl-]音（\glamour", \glare", \glass", \glaze", \gleam",　















形が bouba であると回答するとされる．また，[Koh47]では，図 2.2に示すような






図 2.2: Maluma / Takete の実験に用いられる図形の例
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2.2.3 日本語学におけるオノマトペ





























































































(2) a. CVQ さっ，ふっ，はっ，ほっ，ぺっ，ぱっ，きゅっ
b. CVN ばん，ぼん，ちょん，かん，こん，わん，にゃん
(3) CVV がー，ぐー，かー，きゃー，ぎゅー，さー，ざー
(4) a. CVVQ ばーっ，ふーっ，かーっ，さーっ，すーっ
b. CVVN ばーん，がーん，ごーん，きゅーん，かーん





(7) a. CVCVQ ばたっ，ばさっ，ぽとっ，ぐさっ，ころっ
b. CVCVri ばたり，ばさり，ぽとり，ぐさり，ころり
(8) CVCVN ばたん，ぼとん，どきん，ごろん，こつん
(9)＊ a. CVQCV どっか，はっし，すっく
b. CVNCV むんず，ざんぶ


















































































構築に関する研究事例は，他に数多く存在する（[越智 97, 奥村 03, 川崎 96]など）．
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図 2.3: オノマトペンの概要（[神原 10]による）






























図 2.6: オノマトペのイメージの視覚化（[小松 08]による）および，「どろどろ」（右
上），「がつがつ」（右中），「こちこち」（右下）の属性付与結果













図 2.7: オノマトペのイメージをモーションで表現するシステム概要（[小松 09]に
よる）





























図 2.9: オノマトペの可視化（[戸本 12]による）





























































































































































表 3.1: オノマトペの印象評価に用いる感性評価尺度対（全 43対）
明るい‐暗い 視 丈夫な‐脆い 触
温かい‐冷たい 視・触 シンプルな‐複雑な 視
厚い‐薄い 触 好きな‐嫌いな 視
安心な‐不安な 触 滑る‐粘つく 触
良い‐悪い 触 鋭い‐鈍い 触
印象の強い‐印象の弱い 触 静的な‐動的な 視
嬉しい‐悲しい 視 洗練された‐野暮な 視
落ち着いた‐落ち着きのない 視 楽しい‐つまらない 視
快適‐不快 触 男性的な‐女性的な 視
かたい‐やわらかい 視・触 弾力のある‐弾力のない 触
規則的な‐不規則な 触 つやのある‐つやのない 視
きれいな‐汚い 視・触 強い‐弱い 視・触
現代風な‐古風な 視 抵抗力のある‐抵抗力のない 触
高級感のある‐安っぽい 触 凸凹な‐平らな 触
個性的な‐典型的な 視・触 なめらかな‐粗い 触
爽やかな‐うっとうしい 視・触 伸びやすい‐伸びにくい 触
自然な‐人工的な 視・触 激しい‐穏やかな 触
親しみのある‐親しみのない 視・触 派手な‐地味な 視
湿った‐乾いた 触 陽気な‐陰気な 視
シャープな‐マイルドな 視 洋風な‐和風な 視




























































式 3.1の各変数について説明する．ある評価尺度 i(i = 1; 2; : : : ; 43) について，Y^i は
評価尺度 i 上の印象の予測値，xi1  xi13 は各音韻要素のカテゴリ数量（各音韻要素
がオノマトペ全体の印象に与える影響の大きさ）の値である．このうち，xi1  xi5
はそれぞれ評価尺度 i に対する第 1モーラの「子音行の種類」，「濁音・半濁音の有
無」，「拗音の有無」，「小母音の種類」，「母音の種類」の数量であり，xi6 は第 1モー
ラに付く「特殊語尾（撥音『ン』・促音『ッ』・長音化『ー』）の有無」の数量である．















で数量化理論 I類とは，分析対象である現象が，ある実測値 Y として得られ，Y に




性 Xj を数量化して用い，目的変数を予測するための数量化理論 I類は，量的な説
明変数を用いる重回帰分析と対応する．
いま，分析対象に関連する m 個の項目（設問）のうち，項目 j 中のカテゴリ k
の反応（回答：複数の中から一つだけ選択される）として，各々の質的な説明特性
X1  Xm が測定されているときに，以下の式のように質的説明特性を数量化し，そ
れらの数量 fxjkgを線形結合した数量 Y^ によって Y の値を予測する．このときデー
タは，表 3.3の形式でまとめられる．










1 （サンプルが項目 j中のカテゴリ kに該当するとき）
0 （該当しないとき）
(3.4)
ここで lj は項目 j 中のカテゴリ数である．質的説明特性 Xj を数量化したことに
よって，説明変数として重回帰分析の手法を用いて各カテゴリに最適なカテゴリ数
量 xjk を決定することができる．
表 3.3: 数量化理論 I類のデータ形式
説明特性（質的データ） 目的
X1    Xj    Xm 変数
項目 1    j    m
カテゴリ 1    l1    k    1    lm Y
数量 x11    x1l1    xjk    xm1    xmlm






サンプル n dn(11)    dn(1l1)    dn(jk)    dn(m1)    dn(mlm) yn
カテゴリ数量 fxjkg は，実測値 Y と予測値 Y^ の差の 2乗平均 E(Y   Y^ )2 が最







E(djk  duv)xuv = E(Y djk) (3.5)
(j = 1; 2; : : : ;m; k = 1; 2; : : : ; lj)
また，カテゴリ数量の最適解 fxjkg を用いて，Y の標準偏差を Y としたとき，式













































の特殊語尾を付与した．語尾の付与パターンについては，[田守 98]および [田守 99]
を参考に，表 3.2の語尾項目内の音韻を網羅し，かつ一般のオノマトペで用いられ
る形態を網羅するものとした．特殊語尾の付与パターンを表 3.4に示す．AB型オノ





語尾 パターン 語尾 パターン
ン（語中） AンB リ（語末） ABリ
ン（語末） ABン ン，リ AンBリ
ッ（語中） AッB ッ，リ AッBリ
ッ（語末） ABッ ーリ ABーリ
ー（語中） AーB ー，リ AーBリ
ー（語末） ABー
ここまでで抽出されたABAB型オノマトペ 319語と特殊語尾付与オノマトペ 429











表 3.5: 実験に用いたオノマトペ一覧（全 312語）
アミアミ ジャザジャザ チリチリ ヒラヒラ モジャモジャ ドーロ
イガイガ ジャシジャシ ヂリヂリ ファサファサ モゾモゾ ドッロ
ウニウニ シャシャシャシャ ツウツウ フォンフォン モチモチ ドボッ
ウニャウニャ ジャバジャバ ツブツブ フカフカ モチュモチュ ドローリ
ウニュウニュ ジャブジャブ ツルツル フサフサ モフモフ ドロッ
ウニョウニョ シャラシャラ ヅルヅル プチプチ モミモミ ドロリ
エボエボ ジャラジャラ ティロティロ ブツブツ ヤワヤワ ドロン
ガクガク ジャリジャリ テカテカ プツプツ ユラユラ ニュール
カサカサ シャワシャワ デロデロ フニフニ ヨレヨレ ニュルー
ガサガサ ジュザジュザ トゥルトゥル ブニブニ レチョレチョ ニュルッ
ガヤガヤ シュシュシュシュ ドサドサ プニプニ ワキャワキャ ニュルリ
カリカリ ジュプジュプ ドシドシ フニャフニャ ワサワサ ニュルン
ギイギイ シュボシュボ ドシャドシャ ブニャブニャ ワシャワシャ ヌチャーリ
ギコギコ シュポシュポ トシュトシュ ブニュブニュ ワショワショ ヌメー
ギゴギゴ シュワシュワ ドシュドシュ フニョフニョ ワシワシ ヌメーリ
ギザギザ ショギショギ ドスドス ブニョブニョ ワニャワニャ ヌメッ
キシキシ ジョギジョギ ドドドド プニョプニョ イーガ ヌメリ
ギジギジ ショボショボ トプトプ ブブブブ イガッ ネッチョ
ギズギズ ショリショリ ドボドボ ブヨブヨ ウッニャ ネッチョリ
ギトギト ジョリジョリ トロトロ プヨプヨ ウンニャ ネバー
ギュイギュイ ショワショワ ドロドロ プルプル ウンニュリ ネバッ
キュウキュウ シワシワ ナヨナヨ フワフワ ギザッ パフー
キョモキョモ スイスイ ニャプニャプ ベコベコ ギッザ パフッ
グシュグシュ ズザズザ ニュニニュニ ベタベタ ギット フーワリ
グショグショ ズシズシ ニュプニュプ ペタペタ キュウッ フッサリ
グチョグチョ ズプズプ ニュポニュポ ペチャペチャ グチョン フニン
クニクニ スベスベ ニュルニュル ベチョベチョ グッショリ ブヨン
クニャクニャ ズポズポ ニヨニヨ ペチョペチョ クニャー プヨン
グニャグニャ スリスリ ニョロニョロ ベトベト クンニャリ プンニャ
クニュクニュ ズリズリ ヌチャヌチャ ヘナヘナ ゲジッ ブンニュ
クニョクニョ スルスル ヌプヌプ ヘニョヘニョ ケバッ フンワリ
グネグネ セリセリ ヌメヌメ ボコボコ ゴンッ ベッタリ
ケバケバ ゾクゾク ヌラヌラ ポコポコ ザザッ ペットリ
コチコチ ソヨソヨ ヌルヌル ボサボサ ザックリ ポフッ
コツコツ ソルソル ネチネチ ポチャポチャ ザラー ポフリ
ゴツゴツ ソワソワ ネチャネチャ ポフポフ シッワ ホンワ
コリコリ ゾワゾワ ネチョネチョ ボヨボヨ シャーシャ ホンワリ
コロコロ タタタタ ネトネト ポヨポヨ シャーワリ ムニリ
ゴロゴロ ダダダダ ネバネバ ホロホロ シャッシャ モジャッ
ゴワゴワ タプタプ ノソノソ ボロボロ ジャラッ モゾッ
ザクザク タポタポ バサバサ ホワホワ ジャラリ モッサ
ザグザグ チクチク パサパサ マフマフ ジャリッ モッフリ
ザザザザ チャパチャパ パツパツ ムギャムギャ ジュプッ モフー
ザシュザシュ チャプチャプ ババババ ムギュムギュ シュンシュ モフッ
サラサラ チャポチャポ パフパフ ムズムズ ジョリッ モフリ
ザラザラ チャラチャラ ハリハリ ムチムチ スーイ モフン
サワサワ チャリチャリ ビシャビシャ ムニムニ スベッ ヨレー
ジェリジェリ チュブチュブ ピシャピシャ ムニュムニュ チクリ ヨレッ
シゲシゲ チョパチョパ ピチピチ モギュモギュ チクン ワサー
ジジジジ チョビチョビ ビチャビチャ モコモコ チャプッ ワサッ
シャカシャカ チョリチョリ ピチャピチャ モサモサ チャプン ワシャッ






実験の被験者は 20歳から 24歳までの大学生 78名（男性 51名・女性 27名）であ
る．被験者負担を考慮し，被験者 78名を 13名ずつ 6つのグループに分け，それぞ
れ実験刺激オノマトペ 52語を割り当てた．したがって実験刺激 1語あたりの実被験
者数は，被験者総数 78名  6グループ = 13名となる．
3.3.2.2 実験刺激


















オノマトペ 312語  評価尺度 43対  実被験者 13名 = 全 174,408個の回答を得
た．これらの回答について，回答画面上で左の尺度側を 1，右の尺度側を 7，中央の
「どちらともいえない」を 4として，1  7 の数値を割り当てて集計した．
ここから，被験者間でオノマトペの印象評価がどの程度一致しているかを調べる
ために被験者間の評価のばらつきを調査した．実被験者 13名の印象評価値の標準偏
差を，全オノマトペ 312語  全評価尺度 43対の 13,416通りにわたって算出したと
ころ，標準偏差の最小は 0，最大は 2.81，平均は 1.31となった．このうち，標準偏































x1 子音行 ナ行 0, 0, 0, 0, 1, 0, 0, 0, 0, 0
x2 濁音 なし 1, 0, 0
x3 拗音 なし 1, 0
x4 小母音 なし 1, 0, 0, 0, 0, 0
x5
?????
母音 エ 0, 0, 0, 1, 0
x6 語尾 促音 0, 0, 1, 0
x7 子音行 タ行 0, 0, 0, 1, 0, 0, 0, 0, 0, 0
x8 濁音 なし 1, 0, 0
x9 拗音 あり 0, 1
x10 小母音 なし 1, 0, 0, 0, 0, 0,
x11
?????
母音 オ 0, 0, 0, 0, 1
x12 語尾 語末の「リ」 0, 1
x13 反復 なし 1, 0
同様の手順を全 43対の評価尺度についても行い，43組のカテゴリ数量が得られ
る．得られたカテゴリ数量の一部を，表 3.9に示す．





印象予測値は，1  7 の値を割り当てた 7段階 SD法の印象評価値をもとに算出した





オノマトペ 評価値 子音行 母音 語尾   
なし カ サ    ワ ア イ ウ エ オ なし 撥 促 長   
イガッ 5.85 1 0 0    0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
ウニウニ 3.54 1 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ウニョウニョ 2.77 1 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
カサカサ 6.00 0 1 0    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ガサガサ 6.38 0 1 0    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ギザッ 4.54 0 1 0    0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
クンニャリ 2.85 0 1 0    0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
グッショリ 4.31 0 1 0    0 0 0 1 0 0 0 0 1 0
ゴンッ 5.15 0 1 0    0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
サラサラ 2.54 0 0 1    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ザックリ 5.23 0 0 1    0 1 0 0 0 0 0 0 1 0   
シャカシャカ 5.54 0 0 1    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ジョリッ 6.38 0 0 1    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
スーイ 2.38 0 0 1    0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
ソヨソヨ 2.31 0 0 1    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
チクチク 4.92 0 0 0    0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
チャプッ 2.85 0 0 0    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ツルツル 1.23 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
トプトプ 3.08 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
トロトロ 1.31 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ドドドド 6.15 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ドロン 3.69 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0   
ドローリ 2.54 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ニュルッ 2.00 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ヌルヌル 2.69 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ネッチョリ 3.31 0 0 0    0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
ネバー 3.77 0 0 0    0 0 0 0 1 0 1 0 0 0
バサバサ 5.54 0 0 0    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
パフッ 3.38 0 0 0    0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
ピチピチ 2.62 0 0 0    0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
フンワリ 2.62 0 0 0    0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
プヨン 2.31 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ベトベト 4.00 0 0 0    0 0 0 0 1 0 1 0 0 0   
ペットリ 3.15 0 0 0    0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
ポフリ 2.31 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ムニムニ 2.00 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
モジャッ 4.92 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
モッサ 5.23 0 0 0    0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
モフモフ 2.23 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ユラユラ 1.77 0 0 0    0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
ヨレー 3.69 0 0 0    0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
ワサッ 4.00 0 0 0    1 1 0 0 0 0 1 0 0 0




なし カ行 サ行 タ行 ナ行 ハ行 マ行 ヤ行 ラ行 ワ行
0.63 0.45 -0.05 -0.23 -0.25 -0.19 -0.30 -0.04 -0.31 0.29
濁音の有無 拗音の有無 小母音の種類
清音 濁音 半濁音 なし あり なし ァ ィ ゥ ェ ォ
-0.32 0.73 -0.34 -0.05 0.24 -0.02 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55
母音の種類 特殊語尾の有無
ア イ ウ エ オ なし 撥音 促音 長音
0.46 0.36 -0.26 0.15 0.29 0.03 -0.41 -0.01 -0.70
子音行の種類
なし カ行 サ行 タ行 ナ行 ハ行 マ行 ヤ行 ラ行 ワ行
-0.49 0.67 0.68 0.13 -0.57 -0.36 -0.39 -0.58 -0.14 0.17
濁音の有無 拗音の有無 小母音の種類
清音 濁音 半濁音 なし あり なし ァ ィ ゥ ェ ォ
-0.10 0.53 -0.15 0.05 -0.19 -0.02 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55
母音の種類 特殊語尾の有無
なし ア イ ウ エ オ なし 撥音 促音 長音 リ
-2.19 0.20 0.34 0.00 0.15 -0.09 0.05 -0.39 -0.23 -0.19 -0.01
反復の有無 重相関
なし あり 定数項 係数 寄与率

















評価尺度 なし カ行 サ行 タ行 ナ行 ハ行 マ行 ヤ行 ラ行 ワ行
明るい‐暗い 0.34 -0.13 -0.07 -0.06 0.99 -0.38 -0.27 1.09 -0.39 -0.18
暖かい‐冷たい -0.03 0.16 0.52 0.21 0.06 -0.28 -1.13 0.21 -0.06 -0.52
厚い薄い -0.51 -0.07 0.73 0.06 -0.50 0.21 -1.17 1.12 -0.47 -0.46
安心な‐不安な 0.30 0.05 -0.05 0.07 0.67 -0.34 -0.64 0.88 -0.22 0.10
良い‐悪い 0.44 0.03 -0.28 0.12 0.74 -0.35 -0.35 0.64 -0.31 0.22
印象の強い‐印象の弱い -0.46 -0.02 0.30 -0.04 -0.40 0.21 -0.26 1.01 -0.58 -0.29
嬉しい‐悲しい 0.20 0.04 -0.05 0.02 0.39 -0.11 -0.49 0.66 -0.90 -0.26
落ち着いた‐落ち着きのない 0.39 0.06 -0.12 0.16 0.24 -0.46 0.03 -0.02 0.10 0.68
快適‐不快 0.75 -0.01 -0.41 0.10 1.16 -0.51 -0.37 0.42 -0.09 0.22
かたい‐やわらかい -0.64 -0.82 -0.33 -0.07 0.66 0.29 1.11 1.43 -0.18 0.45
規則的な‐不規則な 0.46 -0.02 -0.53 -0.40 0.69 -0.24 0.57 0.45 1.08 0.89
きれいな‐汚い 0.65 -0.12 -0.51 0.02 1.05 -0.38 0.01 0.55 0.21 0.51
現代風な‐古風な -0.03 -0.03 -0.08 0.01 0.42 -0.13 -0.06 0.70 -0.90 -0.12
個性的な‐典型的な -0.65 0.08 0.29 0.31 -0.09 0.13 -0.50 0.09 -1.72 -0.99
爽やかな‐うっとうしい 0.64 -0.08 -0.60 0.01 1.07 -0.44 0.37 0.28 0.24 0.36
自然な‐人工的な 0.06 0.29 0.05 0.15 -0.09 -0.42 -0.09 0.31 0.84 0.49
親しみのある‐親しみのない 0.46 0.12 -0.06 -0.04 0.37 -0.34 -0.37 0.26 1.05 0.36
湿った‐乾いた -0.35 0.62 0.49 -0.74 -1.18 0.49 -0.32 0.46 0.00 -0.56
シャープな‐マイルドな -0.20 -0.38 -0.47 0.01 0.64 0.02 0.88 0.51 -0.08 0.32
重厚な‐軽快な -0.47 0.11 0.47 0.02 -0.68 0.22 -0.75 0.26 0.05 0.16
上品な‐下品な 0.39 -0.15 -0.40 0.14 0.85 -0.43 0.18 0.41 0.51 0.68
丈夫な‐脆い -0.31 -0.04 0.02 -0.18 -0.05 0.26 -0.11 1.02 0.28 -0.19
シンプルな‐複雑な 0.61 0.08 -0.30 -0.27 0.26 -0.38 0.69 0.01 0.41 0.97
好きな‐嫌いな 0.47 0.09 -0.26 0.07 0.71 -0.30 -0.39 0.13 -0.46 0.08
滑る‐粘つく 0.35 -0.19 -0.50 0.04 0.72 -0.18 0.62 0.88 1.46 0.47
鋭い‐鈍い 0.01 -0.25 -0.62 -0.09 0.79 -0.02 0.88 0.52 0.58 0.22
静的な‐動的な -0.12 0.04 0.07 0.29 0.17 -0.43 0.04 -0.37 0.77 0.59
洗練された‐野暮な 0.48 -0.04 -0.43 -0.19 0.72 -0.28 0.30 0.79 0.05 0.60
楽しい‐つまらない 0.19 0.04 -0.02 0.00 0.39 -0.18 -0.41 0.65 -0.37 -0.06
男性的な‐女性的な -0.72 -0.01 0.04 -0.06 -0.23 0.26 0.47 0.09 0.12 -0.26
弾力のある‐弾力のない -0.23 0.32 0.80 -0.14 -0.91 0.11 -1.35 0.68 -0.10 -0.44
つやのある‐つやのない 0.24 0.27 -0.02 -0.21 -0.30 -0.06 -0.04 1.18 -0.08 -0.15
強い‐弱い -0.61 -0.14 0.21 -0.24 -0.18 0.48 -0.21 1.22 -0.49 -0.57
凸凹な‐平らな -1.03 -0.06 0.56 0.31 -0.13 0.13 -0.60 -0.02 -0.75 -0.59
なめらかな‐粗い 0.63 0.45 -0.05 -0.23 -0.25 -0.19 -0.30 -0.04 -0.31 0.29
伸びやすい‐伸びにくい 0.30 0.52 0.30 -0.04 -0.95 0.07 -0.79 -0.06 0.63 -0.39
激しい‐穏やかな -0.73 -0.11 0.04 -0.16 -0.07 0.36 0.29 0.91 -0.41 -0.34
派手な‐地味な -0.44 -0.10 0.14 -0.19 0.58 0.02 -0.28 1.02 -0.45 -0.22
陽気な‐陰気な 0.33 -0.10 -0.11 -0.11 1.01 -0.23 -0.40 0.87 -0.12 -0.28
洋風な‐洋風な 0.04 -0.04 0.03 0.02 0.30 -0.18 -0.24 0.57 -0.24 0.20
若々しい‐年老いた 0.16 0.10 -0.16 -0.23 0.46 -0.08 -0.28 1.55 0.04 0.02
高級感のある‐安っぽい 0.16 0.09 -0.23 -0.04 0.49 -0.21 -0.22 0.84 0.12 0.49




x1 子音行 「ハ行」 0.29
x2 濁音 濁音・半濁音なし 0.14
x3 拗音 拗音なし 0.01




x6 語尾 語尾なし -0.08
x7 子音行 「ワ行」 0.71
x8 濁音 濁音・半濁音なし 0.12
x9 拗音 拗音なし -0.07




x12 語尾 「なし」 -0.15
x13 反復 反復あり 0.23
定数項 4.43
Y^ 評価尺度上の印象予測値 6.21














































ガシガシ ジュルジュル パリパリ ボソボソ
ギュルギュル チュルチュル ピタッ ボワッ
クシャクシャ ツヤツヤ フモフモ ムニッ
ゴシゴシ テロテロ プニッ モサッ
ゴワッ デコデコ プニュプニュ モワモワ











オノマトペ 30語  評価尺度 43対  被験者 11名 = 全 14,190個の回答を得た．
3.3.3項の手順と同様にして，これらの回答について，1  7 の数値を割り当てて集
計し，被験者の印象評価結果の平均評価値を得た．これを被験者の印象評価値とし
た．なお被験者 11名の印象評価値の標準偏差を，全オノマトペ 30語  全評価尺度





た．すなわち，オノマトペ i(i = 1; 2; : : : ; 30) について，評価尺度 j(j = 1; 2; : : : ; 43)
における被験者の印象評価値を xij，システムの印象推定値を yij として，オノマト




























オノマトペ 相関係数 オノマトペ 相関係数
ガシガシ 0.89*** ネットリ 0.89***
ギュルギュル 0.83*** パリパリ 0.45**
クシャクシャ 0.63*** ピタッ 0.35*
ゴシゴシ 0.78*** フモフモ 0.62***
ゴワッ 0.80*** プニッ 0.91***
サラッ 0.85*** プニュプニュ 0.86***
ザラッ 0.74*** ベチャベチャ 0.83***
シャグシャグ 0.53*** ベトッ 0.88***
ジュルジュル 0.61*** ペタッ 0.41**
チュルチュル 0.76*** ボソボソ 0.72***
ツヤツヤ 0.44** ボワッ 0.50***
テロテロ 0.39** ムニッ 0.92***
デコデコ 0.54*** モサッ 0.60***
トゲトゲ 0.83*** モワモワ 0.80***
ヌルッ 0.72*** ワフワフ 0.85***









ペと異なる新たなオノマトペ 60語を作成した．この 60語のオノマトペは，表 3.2の
音韻要素を網羅し，かつ特定の音韻に偏らないように選定した．3.3節および 3.5.1
項の実験の被験者とは異なる新たな被験者 3名（男性 3名，平均年齢 30歳）に対し
て，選定した 60語を提示し，新奇性の有無について 7段階 SD法で評価させた．こ







カセカセ シリシリ ヒロヒロ ルキルキ
ガトッ ズメズメ ボレボレ レトッ




験被験者は，3.3節の実験の被験者と異なる 21歳から 25歳までの学生 9名（男性 8
名・女性 1名）である．
3.5.2.2 実験の結果と考察
オノマトペ 18語  評価尺度 43対  被験者 9名 = 全 6,966個の回答を得た．被
験者 9名の印象評価値の標準偏差を，全オノマトペ 18語  全評価尺度 43対の 774






オノマトペ 相関係数 オノマトペ 相関係数
カセカセ 0.74*** ノポー 0.76***
ガトッ 0.82*** ヒロヒロ 0.80***
ジュカジュカ 0.85*** ボレボレ 0.65***
シュメリ 0.71*** ムヨムヨ 0.96***
ジョガリ 0.95*** モキュン 0.80***
シリシリ 0.75*** リギッ 0.81***
ズメズメ 0.84*** ルキルキ 0.72***
チルチル 0.69*** レトッ 0.78***




















0.00 { 0.20 0 0
0.20 { 0.40 190 (14.2%) 106 (21.4%)
0.40 { 0.70 950 (71.3%) 346 (69.9%)











表 3.15より，いずれの評価実験においても比較的強い相関である 0.40以上 0.70未
満の範囲に，すべての組み合わせのうちの約 70%が分布し，強い相関である 0.70以





































































































































































列 要素 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 モーラ数 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2
2 反復 - - - - - あり
3 子音 - k s t n h m y r w
4 濁音 - - - - - あり
5 拗音 - - - - - あり
6 母音 a a i i u u e e o o
7 長音 - - - - - - - - あり
8 撥音 - - - - - - - - あり
9
?????
促音 - - - - - - - - あり
10 子音 - k s t n h m y r w
11 濁音 - - - - - あり
12 拗音 - - - - - あり
13 母音 a a i i u u e e o o
14 語末リ - - - - - - - - あり
15 長音 - - - - - - - - あり
16 撥音 - - - - - - - - あり
17
?????














 子音が \h" と決定されたとき，濁音としては濁音（バ行）と半濁音（パ行）の











































xi = bi1 + bi2 + bi3 + : : :+ bi13 + Ci (4.1)
式 4.1において，ある評価尺度 i(i = 1; 2; : : : ; 43) について，xi は評価尺度 i 上の印
象の予測値，bi1  bi13 は各音韻要素がオノマトペ全体の印象に与える影響の大きさ
63
を表す値である．Ci は定数項であり，この値を基準に，各音韻要素の影響を正負の
変動として計算する．ここで，bi1  bi5 はそれぞれ評価尺度 i に対する第 1モーラ
の「子音行の種類」，「濁音・半濁音の有無」，「拗音の有無」，「小母音の種類」，「母音
の種類」の数量であり，bi6 は第 1モーラに付く「特殊語尾（撥音『ン』・促音『ッ』・







にあてはまる」を 7とし，1  7 の数値を割り当てたものである．































b1 子音行 「ハ行」 0.29
b2 濁音 濁音・半濁音なし 0.14
b3 拗音 拗音なし 0.01




b6 語尾 語尾なし -0.08
b7 子音行 「ワ行」 0.71
b8 濁音 濁音・半濁音なし 0.12
b9 拗音 拗音なし -0.07




b12 語尾 「なし」 -0.15









ルとし，un を各印象評価値，ベクトル x をオノマトペ個体群内のオノマトペ表現



























ある個体 x の類似度を Sx としたとき，全 N 個体の中から個体 x が選択される確





























































































































































尺度 前 後 前 後 前 後
明るい‐暗い 3.86 3.86 2.88 2.88 2.59 2.59
暖かい‐冷たい 4.44 5.91 4.98 6.15 3.08 3.08
安心な‐不安な 4.02 4.02 4.10 4.10 3.39 3.39
快適‐不快 4.44 4.44 3.66 3.66 2.97 2.97
かたい‐やわらかい 4.15 4.94 3.77 3.77 6.09 6.09
親しみのある‐親しみのない 3.64 3.64 3.71 3.71 2.65 1.67
湿った‐乾いた 3.67 3.67 5.42 6.15 4.29 4.29
好きな‐嫌いな 4.42 4.42 3.68 3.68 2.88 1.97
滑る‐粘つく 2.88 1.88 2.57 1.55 3.64 3.64
楽しい‐つまらない 4.08 4.08 3.38 3.38 2.89 1.85
男性的な‐女性的な 4.00 4.00 4.36 5.33 5.29 6.24
弾力のある‐弾力のない 3.73 2.37 6.06 6.06 3.53 2.33
つやのある‐つやのない 3.10 1.70 3.85 3.85 3.76 3.76
凸凹な‐平らな 4.85 4.85 4.36 4.36 3.65 3.65
なめらかな‐粗い 3.43 3.43 4.13 4.13 3.09 3.09















ち，オノマトペ i(i = 1; 2; 3) について，評価尺度 j(j = 1; 2; : : : ; 16) における i の
印象評価値を xij，i の印象評価値から被験者が変更した評価値を yij として，オノ
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計し，慣習語数の 3条件ごとに回答の平均値を求めた結果を，表 4.9および図 4.8に
示す．




が見られた（F (2; 176) = 4:453; p < :05）．また，慣習度の各条件における被験者の






い場合（0語），慣習オノマトペ 312語を使用する場合と比較して，有意（p < :05）
に新奇度の高いオノマトペが生成されることがわかった．そして，慣習的オノマト
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初期オノマトペ 生成後 生成後 生成後
被験者 評価値の相関 慣習 312語 慣習 156語 慣習 0語
1 がらがら がらっ がらっ がさっ
0.945 0.951 0.951 0.946
2 かんかん ひば かほ ひば
0.714 0.850 0.836 0.850
3 きらきら しくっしくっ しくっしくっ しくっしくっ
0.945 0.967 0.967 0.967
4 かしょかしょ しごしご きしゃ きしゃ
0.942 0.958 0.952 0.952
5 むしむし むんざ むんざ もりー
0.948 0.951 0.951 0.920
6 がさがさ びり ぎしん びり
0.881 0.931 0.919 0.931
7 かちかち かたかた かたかた きょんすり
0.921 0.957 0.957 0.952
8 すべすべ とんりゅ くおっくおっ すおっすおっ
0.821 0.935 0.913 0.899
9 ごつごつ ごだり ごぢりっ ごだり
0.991 0.987 0.986 0.987
10 じゃわじゃわ じゃわりじゃわり じゃわじゃわ じゃわりじゃわり
0.963 0.969 0.963 0.969
11 いそいそ がさーっがさーっ がさーがさー ざしーっざしーっ
0.801 0.928 0.934 0.937
12 きらきら きくんきくん きくんきくん きゃらっきゃらっ
0.837 0.935 0.935 0.919
13 ごろごろ ぐざりっ ぐざりぐざり ぐざりっ
0.971 0.980 0.979 0.980
14 ぴゅー ぴゅーりぴゅーり ぴゅっうんぴゅっうん ぴょー
0.980 0.969 0.961 0.982
15 くてん くてん しゅてん しゅてん
0.866 0.866 0.854 0.854
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初期オノマトペ 生成後 生成後 生成後
被験者 評価値の相関 慣習 312語 慣習 156語 慣習 0語
1 ちらちら ちりりちりり ちりりちりり しりゃりしりゃり
0.971 0.973 0.973 0.972
2 だてだて ぢょり ぢょりり ぎょえりっ
0.880 0.929 0.936 0.943
3 とろとろ ふしょりふしょり ふしょふしょ つっそつっそ
0.824 0.962 0.962 0.931
4 ごわごわ ごうぅりっ ごうぅっ ごわっ
0.917 0.937 0.939 0.936
5 もやもや みょんへ みょひん みょんへ
0.925 0.949 0.949 0.949
6 ぷにゅぷにゅ ぷもんっぷもんっ ぷにょりんぷにょりん ぷぴょーりん
0.961 0.976 0.972 0.972
7 ざわざわ ざわざわ ざわざわ ざわざわ
0.869 0.869 0.869 0.869
8 するする するっ するっ するっ
0.929 0.945 0.945 0.945
9 つるつる つるー つるー つるつる
0.955 0.975 0.975 0.955
10 どすどす ぞぞり ぞぞり ぞぞり
0.926 0.954 0.954 0.954
11 ぐつぐつ づちっ づんぢ づぢりっ
0.806 0.947 0.934 0.941
12 さらさら ひうっ ひうっ ひお
0.859 0.963 0.963 0.959
13 てかてか てかてか てかてか きゅがーっきゅがーっ
0.860 0.860 0.860 0.743
14 ふらふら くふくふ ふらふら はんりゃはんりゃ
0.948 0.956 0.948 0.961
15 しゃらしゃら しゃらっ しゃらっ しゃるしゃる
0.946 0.956 0.956 0.944
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初期オノマトペ 生成後 生成後 生成後
被験者 評価値の相関 慣習 312語 慣習 156語 慣習 0語
1 どろどろ えたりえたり えたりえたり えとりえとり
0.821 0.924 0.924 0.902
2 ぽよぽよ ぱんわりんっ ぱんわりんぱんわりん ぱんびゅっ
0.865 0.909 0.906 0.908
3 わくわく わくっ わくっ わくっ
0.976 0.986 0.986 0.986
4 ふさふさ ふさふさ ふさふさ ふさりふさり
0.954 0.954 0.954 0.946
5 わくわく わくっ わくっ わくっ
0.976 0.986 0.986 0.986
6 もわもわ もっかりっもっかりっ むかりっむかりっ もかりんもかりん
0.871 0.918 0.901 0.898
7 もにゅもにゅ うぅにっ むっのっ うぅにっ
0.939 0.959 0.953 0.959
8 ゆらゆら ゆらりゆらり いぃんわりん いぃふんいぃふん
0.923 0.932 0.934 0.934
9 ぷにぷに ぽんぴん ぽにりん ぴゅんに
0.974 0.984 0.976 0.976
10 ぴかぴか ぴゃかっぴゃかっ ぴかぴか ぱきゃぱきゃ
0.954 0.936 0.954 0.950
11 もぐもぐ まがんまがん まがんまがん わにり
0.708 0.844 0.844 0.835
12 ふわふわ ぽほ ぽほ ぱほり
0.851 0.889 0.889 0.880
13 もそもそ もそもそ もそもそ もそもそ
0.969 0.969 0.969 0.969
14 ぽこぽこ ぽこぽこ ぽこぽこ わっかんっ
0.949 0.949 0.949 0.937
15 ぽふぽふ ぱなり ぱなり ぱなり
0.934 0.955 0.955 0.955
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